
質
問

平
成
30
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領

の
内
容
は

学
校
教
育
課
長

平
成
30
年
4
月

か
ら
幼
稚
園
教
育
要
領
が
、
平
成

32
年
4
月
か
ら
小
学
校
学
習
指
導

要
領
が
、
平
成
33
年
4
月
か
ら
中

学
校
学
習
指
導
要
領
が
そ
れ
ぞ
れ

全
面
実
施
さ
れ
ま
す
。
道
徳
に
お

（
写
真
は
弘
道
小
学
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

に
よ
る
外
国
語
活
動
の
授
業
）

い
て
は
小
学
校
は
平
成
30
年
か
ら
、

中
学
校
は
平
成
31
年
度
か
ら
教
科

化
さ
れ
ま
す
。
英
語
教
育
は
小
学

校
3
・
４
年
生
に
新
た
に
外
国
語

活
動
を
実
施
し
ま
す
。
４
・
5
年

生
に
は
現
行
の
外
国
語
活
動
に
外

国
語
科
の
内
容
が
加
わ
り
ま
す
。

質
問

児
童
数
の
減
少
に
よ

り
教
員
の
数
も
減
ら
さ
れ
て

く
る
が
、
特
に
離
島
の
英
語

教
員
の
確
保
は

学
校
教
育
課
長

離
島
の
小
中
学

校
へ
の
英
語
教
員
の
確
保
、
適
正

配
置
に
県
教
育
委
員
会
へ
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。
ま
た
市
教
育
委

員
会
と
し
て
は
可
能
な
範
囲
で
、

中
学
校
の
英
語
教
員
が
小
学
校
で

授
業
を
す
る
な
ど
の
教
員
交
流
も

進
め
て
い
き
た
い
。

質
問

授
業
時
間
が
増
え
る

こ
と
に
よ
り
、
現
在
で
も
多

忙
な
先
生
方
に
更
に
負
担
が

か
か
ら
な
い
の
か

学
校
教
育
課
長

教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
年
間
授
業
日
数
の
増
加

分
を
長
期
休
業
期
間
の
調
整
等
に

よ
っ
て
確
保
す
る
ほ
か
、
45
分
授

業
の
コ
マ
数
は
増
や
さ
ず
、
1
回

15
分
の
短
時
間
授
業
を
朝
の
学
習

や
昼
の
学
習
に
取
り
入
れ
、
授
業

時
間
数
を
確
保
す
る
な
ど
を
考
え

て
お
り
ま
す
。

質
問

教
育
長
が
描
く
子
ど

も
像
は

教
育
長

ま
ち
づ
く
り
の
根
本
は

人
づ
く
り
で
す
。
そ
の
人
づ
く
り

の
根
底
に
あ
る
の
は
「
美
し
い
も

の
を
美
し
い
と
感
じ
る
感
性
」

「
正
し
い
こ
と
を
正
し
い
と
理
解

す
る
知
性
」
「
歩
む
べ
き
道
を
き

ち
ん
と
歩
も
う
と
言
う
実
行
力
」

こ
の
三
つ
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
そ
の

人
に
備
わ
っ
た
と
き
に
教
育
の
効

果
が
生
ま
れ
ま
す
。

笑
顔
と
挨
拶
、
ゴ
ミ
を
し
な
い
、

進
ん
で
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
に
親
し

む
、
真
面
目
に
頑
張
る
、
友
達
を

大
切
に
す
る
、
こ
の
5
つ
を
「
鳥

羽
、
人
」
の
人
づ
く
り
を
家
庭
、

地
域
、
学
校
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
果
た
し
て
や
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
大
事
で
あ
り
ま
す
。

質
問

鳥
羽
市
の
特
色
あ
る

教
育
を
ど
う
進
め
て
い
く
の

か教
育
長

国
際
的
な
観
光
文
化
都

市
の
具
現
化
を
図
り
た
い
。
1
つ

目
は
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
で
す
。

特
に
小
学
校
段
階
で
の
郷
土
学
習

を
よ
り
積
極
的
に
進
め
ま
す
。
2

つ
目
は
国
際
化
に
向
け
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成
で
す
。

鳥
羽
が
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
が
、

鳥
羽
の
良
さ
を
世
界
に
向
け
て
発

信
を
す
る
。
温
か
く
国
内
外
の
お

客
様
を
迎
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
た
ら
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

質
問

2
年
先
に
外
国
語
が

教
科
に
な
る
こ
と
で
、
現
在

2
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
増
員
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
の
か

学
校
教
育
課
長

こ
れ
ま
で
市
内

13
校
、
1
幼
稚
園
に
2
名
体
制
で

対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
学
習
時

間
増
と
生
き
た
英
語
学
習
の
充
実

に
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配
置
に
つ
い
て
は
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

企
画
財
政
課
長

少
し
で
も
教
育

委
員
会
の
方
針
に
沿
っ
た
予
算
編

成
と
な
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

質
問

各
学
校
で
具
体
的
な

取
り
組
み
を
す
る
か
な
め
は

管
理
者
の
校
長
、
教
頭
で
あ

る
。
管
理
職
を
今
後
ど
の
よ

う
に
育
成
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長

管
理
職
に
は
学
校
力
の

発
揮
に
尽
力
し
て
も
ら
い
た
い
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
各
校
長
と

個
人
面
談
を
す
る
。
各
学
校
を
直

接
訪
問
し
て
授
業
の
様
子
や
先
生

の
様
子
も
見
て
校
長
と
親
し
く
懇

談
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
毎
月
1
回

は
校
長
会
あ
る
い
は
教
頭
会
の
会

議
に
出
向
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
全

体
の
課
題
を
提
案
し
把
握
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問

市
長
の
教
育
に
対
す

る
思
い
は

市
長

自
分
が
好
き
、
友
達
が
好

き
、
鳥
羽
が
好
き
と
言
う
自
己
肯

定
感
の
育
み
は
、
鳥
羽
肯
定
感
に

つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
鳥
羽
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

を
育
ん
で
い
き
た
い
。

２０１７年 １０月２５日 発行 鳥羽市議会議員 世 古 や す ひ で だ よ り 第１１号

市
長
の
教
育
に
対
す
る
思
い
は

市
長

鳥
羽
肯
定
感
の
持
て
る

子
ど
も
を
育
み
た
い
！

だより

平
成
29
年
９
月
11
日
の
本
会
議
で
「
平
成
30
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

新
学
習
指
導
要
領
に
向
け
て
の
鳥
羽
市
教
育
委
員
会
の
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」
一
般
質
問
し
ま
し
た
。
今
議
会
は
新
し
く
就
任
さ
れ
た
、

中
村
欣
一
郎
市
長
と
小
竹
篤
教
育
長
の
教
育
に
対
す
る
考
え
や
思
い
を

聞
き
ま
し
た
。

菅
島
小
学
校
の
島
っ
子
ガ
イ

ド
の
取
り
組
み
が
全
国
の
道
徳

の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

す
ご
い
こ
と
で
す
。

冒
頭
だ
け
紹
介
し
ま
す
。

「
よ
う
こ
そ
菅
島
へ
！
」

子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
声
が

港
に
ひ
び
き
ま
す
。
船
を
降
り

る
と
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど

も
た
ち
が
観
光
客
一
人
一
人
に

明
る
く
あ
い
さ
つ
を
し
な
が
ら

出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

菅
島
は
、
三
重
県
鳥
羽
市
の

鳥
羽
湾
に
浮
か
ぶ
離
島
で
す
。

こ
の
島
に
あ
る
菅
島
小
学
校

は
、
全
校
児
童
わ
ず
か
二
十
数

名
の
小
さ
な
学
校
で
す
。
こ
の

学
校
で
は
年
に
数
回
、
島
を
訪

れ
る
人
に
児
童
全
員
で
観
光
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

島
外
の
人
に
、
自
分
た
ち
の

暮
ら
す
島
の
魅
力
を
子
供
た
ち

自
身
で
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
と

始
ま
っ
た
の
が
こ
の
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
で
す
。

と
５
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
道

徳
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
島
っ
子
ガ
イ
ド
が
全
国
的
に

も
認
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

菅
島
小

島
っ
子
ガ
イ
ド
が

全
国
の
道
徳
の
教
科
書
に
掲
載



去
る

７
月
24
日
「
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ａ

ミ
ラ
イ
ト
ー
ク
」
が
鳥
羽
市
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
ぱ
ー
る
」

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
市
議
会
議

員
と
市
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
連
絡
会
で
テ
ー
マ
「
高
齢
者
・

障
が
い
者
福
祉
」
に
つ
い
て
四
班

に
分
か
れ
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

介
護
事
業
者
の
現
場
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
や
課
題
、
意
見
、
提

案
を
聞
け
て
大
変
有
意
義
な
会
で

し
た
。

Ａ
班
で
出
さ
れ
た
意
見

介
護
保
険
制
度
に

つ
い
て

◎
介
護
保
険
の
制
度
自
体
が
都
市

部
（
中
学
校
圏
域
）
を
基
本
で
で

き
て
い
る
の
で
鳥
羽
に
そ
ぐ
わ
な

い
部
分
が
あ
る
。

◎
施
設
は
い
く
つ
も
鳥
羽
市
内
に

で
き
待
機
者
数
は
少
な
く
な
っ
た
。

し
か
し
要
介
護
１
・
２
の
人
が
入

所
で
き
な
い
。
（
特
養
）

市
行
政
に
つ
い
て

◎
市
行
政
の
横
の
連
携
が
な
い
。

ご
み
を
出
す
こ
と
に
困
っ
て
い
る

お
年
寄
り
に
対
し
て
、
高
齢
福
祉

の
係
だ
け
で
な
く
環
境
課
と
の
連

携
が
必
要
。

◎
送
迎
時
に
道
路
の
舗
装
が
悪
く

振
動
に
よ
り
、
高
齢
者
や
車
イ
ス

の
利
用
者
に
か
な
り
負
担
が
か
か
っ

て
し
ま
う
の
で
困
っ
て
い
る
。
道

路
整
備
を
し
て
ほ
し
い
。

◎
生
き
い
き
お
出
か
け
券
の
見
直

し
が
必
要
。
寝
た
き
り
の
人
や
介

助
の
い
る
人
は
使
え
な
い
の
で
公

平
性
に
欠
け
る
。
介
護
タ
ク
シ
ー

に
使
え
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

地
域
の
課
題

◎
認
知
症
の
人
が
増
え
て
い
る
。

認
知
症
の
方
々
や
家
族
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
に
し
て
い
く
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？
。

◎
地
域
で
支
え
あ
い
と
言
う
が
、

ま
だ
ま
だ
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ

ず
施
設
の
職
員
任
せ
に
な
っ
て
い

る
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
何
な
の

か
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

離
島
住
民
の
課
題

◎
離
島
と
本
土
で
受
け
る
サ
ー
ビ

ス
の
種
類
や
サ
ー
ビ
ス
の
量
に
差

が
出
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
不
公

平
で
あ
る
。

◎
障
害
者
が
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
離
島
の
障
が

い
者
が
生
活
介
護
に
通
う
利
用
者

の
船
賃
の
助
成
が
必
要
で
あ
る
。

事
業
所
の
課
題

◎
介
護
職
員
の
人
材
不
足
が
深
刻
。

職
員
の
待
遇
（
給
料
、
手
当
）
の

改
善
が
必
要
で
あ
る
。

◎
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
地
域
密
着

型
な
の
で
鳥
羽
市
の
人
口
減
が
響

く
。鳥

羽
市
の
活
性
化
策

◎
鳥
羽
の
観
光
資
源
を
生
か
し
、

市
外
か
ら
元
気
な
人
を
鳥
羽
に
呼

び
込
む
。

◎
鳥
羽
駅
前
の
パ
ー
ル
ビ
ル
や
一

番
街
の
再
開
発
を
検
討
し
、
介
護

複
合
施
設
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

（
マ
ン
シ
ョ
ン
・
入
浴
施
設
・
介

護
施
設
・
土
産
物
店
）

今
回
の
平
成
28
年
度
決
算
審
査

は
、
委
員
間
で
合
意
し
た
諸
点
に

つ
い
て
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会

と
し
て
、
新
年
度
予
算
へ
反
映
す

る
ほ
か
、
執
行
部
と
し
て
政
策
に

生
か
す
よ
う
市
長
に
提
言
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

予
算
決
算
審
査
サ
イ
ク
ル
の
中

で
今
後
は
決
算
を
重
視
し
て
行
な

う
よ
う
に
な
り
前
進
し
ま
し
た
。

決
算
委
員
会
の
質
疑

農
業
振
興
鳥
獣
害
対
策
事

業
で
松
尾
町
で
猿
の
被
害
が

報
告
さ
れ
て
い
る
が
対
策
は

農
水
商
工
課

把
握
を
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
対
策
と
し
て
は
大
型

の
檻
な
ど
の
設
置
を
県
へ
要
望
し

ま
し
た
。

地
籍
調
査
（
国
調
）
事
業

今
後
鳥
羽
市
で
は
高
齢
化
が

進
む
こ
と
に
よ
り
所
有
者
の

確
認
が
難
し
く
な
っ
て
く
る
。

地
籍
調
査
事
業
を
さ
ら
に
推

進
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

建
設
課

3
年
前
に
2
班
体
制
で

進
め
る
こ
と
を
検
討
し
た
が
、
人

員
の
確
保
等
で
で
き
な
か
っ
た
。

認
知
症
支
援
事
業
で
認
知

症
の
方
が
増
え
て
い
る
と
聞

く
が
、
何
人
か
。

健
康
福
祉
課

7
月
末
現
在
で

八
百
六
十
五
人
が
診
断
さ
れ
て
い

ま
す
。
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市
行
政
の
横
の
連
携
を
！

介
護
事
業
者
と
「
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ａ
ミ
ラ
イ
ト
ー
ク
」

編
集
後
記

パ
ー
ル
ロ
ー
ド
沿
線
整
備
促

進
協
議
会
総
会
が
８
月
25
日
に
開

催
さ
れ
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ー
ル
ロ
ー
ド
は
昭
和
48
年
4

月
に
開
通
し
30
年
間
有
料
期
間
を

経
て
、
平
成
15
年
に
無
料
化
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
44
年
間
南
鳥

羽
の
観
光
産
業
や
地
域
住
民
の
生

活
道
路
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
間
三

重
県
志
摩
建
設
事
務
所
に
お
い
て

は
、
大
雨
に
よ
る
ガ
ケ
崩
れ
等
の

災
害
や
草
刈
り
、
昨
年
の
伊
勢
志

摩
サ
ミ
ッ
ト
開
催
等
に
よ
る
道
路

整
備
や
維
持
管
理
に
つ
と
め
て
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
も
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
沿
線
地
域
が

名
前
の
通
り
「
真
珠
」
の
よ
う
に

輝
く
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と
な
り

ま
す
よ
う
、
精
一
杯
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

鳥羽市海女のまち
条例を制定！

10月2日の本会議において議員発議により「鳥羽市海

女のまち条例」と「海女さん全力応援宣言」を全会一致

で可決しました。この海女に関する理念条例の制定は全

国でははじめてです。

提案理由

平成29年3月3日に「鳥羽・志摩の海女漁の技術」が

国の重要無形民俗文化財の指定を受けたことや、日本で

一番「海女」の多いまちとして、鳥羽の海女を 国内外に

発信することは、鳥羽の豊かな海が育む海産物、歴史的

伝統文化として の継承、海の環境保全や資源維持にも結

び付くものと考える。このようなことから、市民、関係

団体、行政が一体となって海女の保全と振興につなげて

いくため、 必要な事項を定めたく本提案とするものであ

る。

「海女さん全力応援宣言」

◎鳥羽市は全力で海女を応援します。

◎鳥羽市市民は海女が日本一多いまちに誇りを持ち、海

女文化等の大切さを理解し、 全力で海女を応援します。

◎海女は健康に留意し、安全操業に努めいつまでも元気

で大漁をめざします。

以上を宣言します。

平成29年10月2日 鳥

羽市議会

（写真は昨年5月に国

崎町で開催された「御

潜神事」での様子。

新
年
度
予
算
へ
の
反
映
を
市
長
に
提
言
！

28
年
度
決
算
審
査


